
『
古
今
集
』
六
義

の
原
拠

に
つ
い
て

田
中

和

夫

1

中

国

詩
論

の
六
義
説

を
通

し

て
ー
ー

『
古
今
集
』
眞
名
序

・
仮
名
序

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

「
和
歌
有
六
義
」
あ

る
い

は

「
そ
も
そ
も
歌

の
さ
ま
六

つ
な
り
、
唐

の
う

た
に
も

か
く
そ

あ

る

べ

き
」

と
、

『
毛
詩
」
大
序

に
い
わ
れ

る
六
義
が
引
用
さ
れ

て
い
る
。

『
毛
詩
』
大
序

に
み
え

る
六
義

の
解
釈

は
、
中
国
古
典
解
釈
史
上
も

一
定

に

さ
だ

ま

っ
た
も

の
で
は
な
く
、
時
代

に
よ
り
、
あ

る
い
は
説
く
人

に
よ
り
、
さ

ま
ざ

ま
に
考
え
ら
れ

て
き

て
い
る
。
和
歌

の
六
義

は
そ
う

し
た
中

の
ど
れ

に
最

も
近

い
も

の
か
、
和
歌
六
義

の
直
接

の
原
拠

に
な

っ
て
い
る
も

の
は
ど
れ

か
、

と

い
う
所
謂
和
歌
六
義

の
原
拠

に
つ
い
て
、

こ
れ
ま

で
多
く

の
人

々
に
よ

っ
て

論
じ
ら
れ

て
き

て
い
る
。

(
1
)

本
稿

で
は
、

こ
の
両
序

の
六
義

に
つ
い
て
、

『
毛
詩
』
大
序
を

は
じ

め
と
す

る
、

『
文
選
』
序
、

『
詩
品
』
序
と

い

っ
た
中
国
詩
論
、

「
毛
詩
』
注
、

『
周

礼
』
注
、

『
文
鏡
秘
府
論
』
所
引

の
中
国
詩
論
等
を
通
じ

て
み

た
場
合
、
そ

の

原
拠

は
ど

の
よ
う

に
定

め
ら

れ
る
べ
き
も

の
か
、
と

い
う

こ
と
を
中
心

に
し
て

考
え

て
み
た
い
。

『
古
今
集
』

の
注

で
は
、

そ

の
最
も
早

い
時
期

か
ら
、
六
種

の
う

た
の
さ

ま

と
そ

の
例
歌
と

の
つ
な
が

り
を

『
毛
詩

正
義
』

の
解
す

る
六
義
説

で
理
解

し
よ

う
と
し
て
い
る
。

(
2
)

ま
ず
、
仮
名
序

の
例
歌

に
付

さ
れ
て

い
る
古

注
の
六
義
解
釈

は
、

『
毛
詩

正

義

』

の
六
義

説
に
よ

っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ

る
。

(
3
)

こ
れ
を
初

め
と
し
て
、
以
後

『
正
義
』

の
六
義
説

に
よ
る
も

の

が

あ

ら

わ

れ
、
同
時

に
そ
れ
に
よ
る
解
釈

の
矛
盾
が

示
さ
れ
る
こ
と

に
も

な
る
。

た
と
え
ぽ

、
顕
昭
に
ょ
る

『
古
今

和
歌
集
序

注
』
上

(類
従
本

)
に
引

か
れ

る

「
公
任
卿

注
」
に

は
、

「
抑
風
雅
頌
者

異
体

、
賦

比
興
者

異

詞
。
以

彼

三

詞
、
成
此

三
形
、
云

々
」
と
あ
る
が

、
こ
れ
は

「
毛
詩

正
義
』
関
雎

・
序
疏

の

「
風
雅

頌
者
詩
篇

之
異
体

、
賦
比
興
者
詩
文

之
異
辞
耳
。
…
…
用
彼
三
事

、
成

此

三
事

。
」
と
ほ
ぼ
同
文

で
あ
り
、

『
正
義
』

の
所
説
を
用

い
た
も

の
に
外

な

ら
な
い
。

つ
ま
り
、
風

・
雅

・
頌

は
詩
体

を
中
心
と
し
た
分
類
で
あ
り
、
賦

・
比

・
興

は
詩

の
表
現
上

の
分
類

、
す

な
わ
ち
詩

の
修
辞
上

の
分
類

で
あ
る
と
す

る
考
え

方

を
用

い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す

る
と
、
風

・
雅

・
頌
に
そ
れ
ぞ
れ
賦

・
比

・
興
と

い

っ
た
表
現
法
が
含

ま
れ
る
こ
と
に
な
り
、
風

・
雅

・
頌

は

『毛
詩
』

ヘ

ヘ

へ

も

の
詩

篇
で
あ
る
国
風
、
小
雅

・
大
雅

、
頌

と

い
う
詩
篇

で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

`
こ
れ

に
沿

っ
て

『
古
今
集
』
仮
名
序

の
六

つ
の
さ
ま
を
考
え
る
と
、
風

.
雅
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・
頌
に
あ
た
る
そ

へ
歌

・
た
だ

ご
と

歌

・
い
は
ひ
歌

と
賦

・
比

・
興

に
相
当
す

る
か
ぞ

へ
歌

・
な
ず

ら

へ
歌

・
た
と

へ
歌

は
異

っ
た
範
疇

の
う

た
と
見

な
さ

ね

ば

な
ら
な
く

な

っ
て
し
ま
う
。
こ
う
し
た
事

を
明
言
は
し
て
い
な
い
が
、
仮
名

序

の
例
歌

の
古
注

の
中

で
す

で
に
、

「
お
ほ
よ
そ

、
六
種

に
分
れ
む

こ
と

は
え

あ

る
ま
じ
き

こ
と

に
な
む

」
と
、
和
歌

を
六
つ
に
分
類
す

る
こ
と

へ
の
批
判
を

示

し
て
い
る
。

こ

の
よ
う
に
、
和
歌

の
六
義

を

『
毛
詩

正
義
』

に
説
く
六
義

で
解
釈
す

る
と

説
明

の
つ
け

に
く

い
点
が

あ
る
こ
と

か
ら
、
仮
名
序

の
六
種

の
う

た
の
さ
ま

は

仮
名
序
作
者

の
独
自

の
分
類

な
の
だ
と
す

る
考
え
も
出

る
こ
と

に
な

る
。

「
公

任
卿
注

」
を
引
く

顕
昭

の

『
古
今
集
序
注
』
上

に
、
次

の
よ
う

に
記
さ
れ

る
。

今
按

、
六
義
歌
各
別
也
。
而
或
人
等

一
首
中
、
可
修
六
義
、
如
詩
云

々
。

無
其
謂
也

。
詩
者
詞
惟
多
、

不
似
和
歌
歟
。
然
者
其
名
者
、
准
詩
雖
立
之
、

其
体

別
歟

。

(
『
群
書
類
従
』
巻

鰤
)

今
按
ず

る
に
、
六
義

の
歌

は
そ
れ
ぞ
れ
歌
体

の
異

っ
た
歌

で
あ

る
。
と

こ

ろ
が

、
あ

る
人
達

は
、

「
和
歌

の

一
首

の
中

に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
六
義
が
あ

る

べ
き

で
あ

る
の
は
、
詩
経

の
詩

の
場
合
と
同
じ

で
あ
り
、
云

々
」
と

い

っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
議
論

に
は
論
拠
が

な
い
。
詩
経

の
詩

は
文
字

が

大

変

多

く

、

(
わ
ず

か
に
三
十

一
文
字
)

の
和
歌
と

は
異

っ
て

い

る
。
だ

か

ら
、

(
そ
も
そ

も
歌

の
さ

ま
六
つ
な
り
、
あ

る
い
は
和
歌

に
六

義

有

り
、
と

す

る
)
和
歌

の
六
つ
の
名
称

は
、
詩
経

に
従

っ
て
こ
の
名
称

を
つ

け

た

に

せ

よ
、
そ

の
歌
体

は
そ
れ

と
は
別

の
も

の
で
あ

る
。

六
義

と
い
う
名
称
だ
け
借

り
て
、
実

は
独
自

に
和
歌

を
分
類

し
た
も

の
と

し

て
い
る
。

し
か
し
、
仮
名
序

に

は

「
唐

の
う
た
に
も
か
く

そ
あ
る
べ
き
」

と
あ
る
こ
と

を
考
慮

に
入
れ
れ
ば
、
六
種

の
う
た

の
さ
ま
は
、
中
国
詩
論

の
六
義
と
別

の
分

類

で
あ
る
と
す

る

の
は
無

理
で
あ

ろ
う
。
就
中

、

『
毛
詩

』
大
序

の
六
義

を
用

い
て

い
る
こ
と

は
、
ほ
ぼ
疑
問

の
余
地
が
な

い
。

『
毛
詩
』
大
序

(関
雎

の
序
)

に
は
次

の
よ
う

に
見
え

て
い
る
。

風

風
也

。
教
也
。
風
以
動
之
、
教
以
化
之
。

…
…
故
詩
有

六
義
焉
。

一
日

風
、

二
日
賦
、

三
日
比
、

四
日
興
、

五
日
雅
、
六
日
頌
。
上
以
風
化
下
、
下

以
風
刺

上
。
主
文
而
譎
諌
、
言
之
者
無
罪
、
聞
之
者
足

以

戒
、
故

日

風
。

是
以

一
国
之
事
、
繋

一
人
之
本
、
謂

之
風
。
言
天
下
之
事
、

形

四

方

之

風
、
謂
之
雅
。
雅
者
正
也
。
言
王
政
之
申
廃
興
也
。
政
有
小
大
。
故
有
小
雅

焉

、
有

大
雅
焉
。
頌
者
美
盛
徳
之
形
容
、
以
其
成
功
、
告
於
神
明
者
也
。
是

謂

四
始
。
…
…

こ
の
序

で
見

る
限
り
、
賦

・
比

・
興

は
何
を
言

っ
た
も

の
か
わ

か

ら

な

い

が
、
風

・
雅

(小
雅

・
大
雅
)

・
頌

は
各

々

『
毛
詩
』

の
篇
什

の
部
立

て
と
、

そ
れ
ら

の
詩

の
表
現
機
能
を
あ
わ

せ
て
言

っ
た
も

の
と
考
え

る
こ

と

が

で

き

る
。

つ
ま

り
、

一
人

の
喜
怒
哀
楽

に
も
と
つ

い
て
、

一
国

の
事

を
言

い
あ
ら
わ

し
た
よ
う
な
詩
篇
が
風

で
あ
り

(そ
れ
ら
を
集

め
た
も

の
が

『
毛
詩
』

の
篇
什

の
部
立

て
の
国
風
と

な
る
)
。
天
下

の
事
を
言

い
、
四
方
諸
国

の
あ
り
さ
ま
を

表

し
た
詩
が
雅

で
あ

り
、
そ
れ
ら

の
詩
篇
を
集

め
た
の
が
小

雅

・
大

雅

と

な

る
。
小
、
大

の
区
別
が
あ

る
の
は
政
治

に
大
小

の
区
別
が
あ

る
か
ら

で
あ

る
。

頌

は
祖
先

の
盛
徳

の
形
容
を
あ
ら
わ

し
讃
え

て
そ

の
功

の
成

し
遂
げ
ら
れ

た
こ

と

を
神
霊

に
告
げ

る
よ
う

な
機
能

を
も

つ
詩
篇
。
そ

の
よ
う
な
詩

の
集
合
が
頌

と

い
う
部

立
て
と
も
な
る
。
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こ
れ
ら

の
風

・
雅

・
頌

に
つ
い
て
、
今
特

に
風

に
つ
い
て
、
仮
名
序

の
該
当

例
歌
を
比
較
し
て
み
る
。
風
に
相
当
す
る
そ

へ
歌

に
は
、

そ

へ
う

た
、
お
ほ
さ
さ
ぎ

の
み

か
ど
を
、
そ

へ
た
て
ま

つ
れ
る
う
た
、

な
に

は
つ

に
さ
く

や
こ

の
は
な
冬
ご
も
り

い
ま

は
は
る

べ
と
さ
く

や
こ

の
花
、
と

い

へ
る
な
る

べ
し
。

こ

の

「
そ
ふ
」
と

い
う
意
味

は
、
清
輔

『奥
義
鈔

』
に
は

「
そ
ふ
と
云
は
、

題
を
あ
ら

は
に

い
は
ず

し
て
、
義
を
さ
と
ら
す

る
也
。
故

に
風
を
そ

へ
歌
と

云

ふ
」

(
歌
学
大
系
本
)
と
あ
る
。

(
4
)

こ
れ

は

『
毛
詩
』
序

の

「
風
以
動

之
、
教
以
化
之
。
…
…
主
文

而
譎
諌
。
」

「
風
が
物

を
打
ち
な
び

か
す

よ
う
に

人

の
心
を
動
か
し
、
教

化
し
、
ま
た
文

の
あ
る
言

い
ま
わ
し
に
よ

り

諷

諌

す

る
」
と

い
う
部
分
、
あ
る

い
は

「
風
風
也
。
」

「
風
と
は
諷
で
あ
る
」
と
い
う

意
味

の
風
と
抵
触

す
る
も

の
で
は
な

い
と
思
わ
れ
る
。
そ

へ
歌
に
関

し
て
は
、

『
毛
詩
』
大
序

の
風
よ
り
、
た
と
え
ば

『文
鏡

秘
府
論
』

に
引
か
れ
た
諸

説

の

方
が

、
仮
名

序
例
歌

の
内
容

に
則
し
て

い
る
と

は
言
え

な
い
で
あ
ろ
う
。
た
と

え
ば

『
秘
府
論
』
に
引
か
れ
る
王
昌

齢

・
釈
皎

然

の
風

の
説

体

一
国
之
教
、
謂

之
風
。
関

雎

・
麟
趾

之
化
、
王
者

之
風
也
。
鵲
巣

・
嬲
虞

之
徳

、
諸
侯
之

風
也

。
王
云
、
天
地
之

号
令

日
風
、
上
之

化
下

、
猶

風
之
靡

草

。
云

々

こ
れ
ら
が

、
毛
詩

の
風

の
意
味
す

る
所

と
大
き
く
違

っ
て
い
る

と

は

言

え

ず

、
ほ
ぼ
同
じ
内

容
で
あ
る
。

『
秘
府
論

』
よ
り
、
毛
詩

の
序

の
方

に

よ

り

「
政
教
的
し
た
た
か
な
る
意
味

」
が

あ
る

(能
勢
氏
前
掲
論
文
)
と
す

る
の
は

い
き
す
ぎ
と
言
わ
ね
ば

な
ら
な
い
。
政
教
的

に
解

し
て
い

る

の

は
、

『
秘

府

論
』

所
引

の
王

・
皎
説
と
も
同

じ
で
あ

ろ
う
。

雅

・
頌

に
相
当
す

る
た
だ
ご

と
歌

・
い
は
ひ
歌
に
関

し
て
は
、
紙
幅

の
都
合

上
、
略

に
従
う
が

、
こ
れ
ら
も
、
毛
詩
序

の
部

分
的

な
運
用
と
考
え

る
べ
き

も

の
と
思
わ
れ

る
。

以
上

の
よ
う
な
風

・
雅

・
頌

の
三
体

に
つ
い
て

は
、
毛
詩
序

の
意
味
す
る
も

の
と
、
仮
名
序

の
例
歌
と

の
間
で
、
全
く
相
入
れ
ぬ
も

の
で
あ
る
と
す
る
ほ
ど

の
理
由

は
見
出
さ
れ
な

い
。
そ

の
あ
げ

ら
れ
た
例
歌
が

適
切
で
あ
る
か
ど
う
か

に
程
度

の
差
こ
そ
あ
れ
、
仮
名
序

は
、
そ

の
大
筋

に
於
い
て
、
風

・
雅

・
頌

の

三
体

に
つ
い
て

は
毛
詩
序

の
要
訣

を
と

っ
て
例
歌

を
選
択

し
た
と

い

っ
て
良

い

で
あ
ろ
う
。
厳
密

に
言
え
ぽ

、
部

分
的

摂
取

で
あ

る
と
す

る
幅

の
含

ん
だ
問
題

で

は
あ
る
が
、
異

っ
た
言
語
を
用

い
た
詩
文

相
互
で

の
受
容

に
於

い
て
は
、
部

分
的
切
り
落

し
は
、
む
し
ろ
避
け
ら
れ
ぬ

の
が
当

然
で
あ
ろ
う
。

こ

の
よ
う
に
見
る
と
、
和
歌

六
義

の
原
拠

を
定

め
る
た
め
に
は
、
毛
詩
序

に

は
何
等

の
説
明

の
加
え
ら
れ
て
い
な
い
賦

・
比

・
興
と
、
そ
れ
に

相

当

す

る

「
か
ぞ

へ
歌

・
な
ず

ら

へ
歌

・
た
と

へ
歌
」
と

の
関
連

性
を
中
国
詩

論

の
ど

の

典
籍

の
所
説
を
媒
介

と
す

れ
ば

、
合

理
的

に
理
解

し
や
す

い
か
と

い
う
こ
と
が

明
確
に
さ
れ
ね
ば

な
ら
な

い
と
思

わ
れ
る
。

そ

の
中
で
、
こ
れ
ま
で
も
定

め
に
く

い
と
さ
れ
て
い
る
賦

に

つ
い
て
取

り
上

げ

よ
う
と
思

う
。
中

国
詩
論

の
中

で
、
賦

に
関
す

る
も

の
と

し
て
は
次

の
よ
う

な
も

の
を
主
な
も

の
と
し
て
あ
げ

る
こ
と
が

で
き

る
。

賦
之

言
鋪

、
直
鋪
陳
今
之
政
教
善
悪
。

(
『
周
礼
』
鄭
玄
注

・
六
詩
)

賦

の
い
み
は
鋪

で
あ
る
。
今

の
政
治

・
教
化

の
善
悪

を
あ

り
の
ま
ま
に
鋪
き

陳

ね
た
も

の
。

ま
た詩

文
直
陳
其
事

、
不
譬

喩
者

、
皆

賦
辞
也
。

(
『
毛
詩

正
義
』
大
序

六
義
)

あ
る
事
柄

を
あ
り

の
ま
ま
た

記

し
、
比
喩

を
し
な
い
も

の
。

あ
る

い
は

直
書
其
事
、
寓
言
写
物

、
賦
也
。

(
『詩

品
』
序

)
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事
柄
を
あ
り

の
ま
ま
に
記
述
し
、
言
語
に
託
し
て
物

を
描
写
す
る
も

の
。

さ
ら
に

『
文
鏡
秘
府
論
』

所
引

の
皎

然

・
王
昌
齢

の
説
に
は
、

皎
日
、
賦
者
布

也
。

匠
事
布
文
、
以
写
情
也
。

蛟

い
う
、
賦
と

は
布
く

こ
と
、
趣
向

を
こ
ら

し
、
文

を
飾

っ
て
惰

を
描
写
す

る
こ
と
で
あ
る
。

王
日
、
賦
者
錯
雑
万
物
、
謂
之
賦
也
。

王

い
う
、
賦
と

は
多
く

の
物
を
ま

じ
え

る
こ
と

、
と
あ

る
。

こ
れ
ら
賦

に
関
す

る
説
と
、
仮
名
序

の
例
歌
と
を
比
較

し
て
み
る
と
、

か
ぞ

へ
う
た

さ
く

は
な

に
お
も
ひ

つ
く

み

の
あ
ぢ
き
な
さ

身

に
い
た
づ
き

の
い
る
も

し
ら
ず

て

『
拾
遺
集
』
巻

7

・
物
名

の
部

に
あ
る
歌
で
あ

る
。

こ
の
例
歌
を
あ
げ
た
作

者

の
意
図
が
ど

の
よ
う
な
も

の
か
明
瞭

で

は
な

い
が
、

こ
の
歌

は
、

一
首

の
中

に

つ
く

み
、

い
た

つ
き

の
二
語
が
錯
綜
し
て
読
み
込
ま
れ
、
表
現
効
果

を
高

め

て

い
る
こ
と
に
特
長
が
あ
り
、

「物
名

は

一
首
中

に
他
物

を
錯
雑

せ
し
む
る
と

い
ふ
特
色
を
持

つ
」

(
能
勢
氏
前
掲
論
文

)
と
す
る
な
ら
ば

、
こ
れ

に
適
応
す

る
も

の
と
し
て
は
、
積
極
的
に
は

『詩

品
』
序

、

『
秘
府

論
』

所
引

の
王

(昌

齢
)

説
、
よ
り
消
極
的

に
は
、

『
正
義
』

の
賦

の
説

を
あ
げ

る
こ
と
が
出
来

る

で
あ
ろ
う
。

比

・
興

に
つ
い
て
は
繁

を
厭

う
て
、
そ

の
結
論
だ

け
を
掲
げ
れ
ば

、
比
に
つ

い
て
は
、

『
周
礼
」
鄭

玄
注

、

『
毛
詩

正
義
』

六
義

、

『
詩
品
』
序

、

『
秘
府

論
』
所
引
皎
説

・
王
説
等

の
ど
れ

を
取

っ
た
と

は
決

め
に
父

く

、
す

べ
て
に
通

ず

る
こ
と

で
あ

る
と
考
え
ら
れ

る
。
ま

た
興

に
つ
い
て
は
、
そ

の
た
と

へ
歌

の

例
歌
と
く
ら

べ
て
み
る
と
、
上
記
諸
文
献

の
中

で
鄭
玄

の
注
を
除
け
ば
、
す

べ

て
あ

て
は
め
て
両
者

の
つ
な
が
り

を
説
明

で
き

る
と
言
え

る
。
積
極
的

に
ど
れ

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
す
る
ほ
ど

の
強

い
因
果
関

係
を
ど
れ

か

一
つ
の
典
籍

に

見

出
す

こ
と
は
出
来

に
く

い
よ
う
で
あ
る
。

以
上

の
よ
う
に
見

て
く

る
と

、
毛
詩
序

に
説

明
の
な
い
賦

・
比

・
興
に
つ

い

て
、
そ
れ

ら
に
相
当
す

べ
き

「
か
ぞ

へ
歌

・
な
ず
ら

へ
歌

・
た
と

へ
歌
」
と
そ

れ

ら
賦

・
比

・
興
両
者
間

を
効
果
的

に
結
び

つ
け

る
六
義

の
説

を
ど
れ

か

一
種

の
典
籍

の
も

の
に
限
定

し
て
し
ま
う

こ
と

は
困
難

で
あ

る
と
言
わ
ざ

る
を
得
な

い
。風

・
雅

・
頌

は
お
お
む
ね
、
毛
詩
序

に
解
か
れ
て

い
る
も

の
の
部
分
的
摂
取

で
あ

る
と
考
え
ら
れ

る
が
、
賦

・
比

・
興

に
関
し

て
は
、
そ

の
原
拠
典
籍
を
定

め
る
こ
と
は
不
可
能
と
言
わ
ざ

る
を
得

な
い
。

例
歌
を
ど

の
よ
う
に
解
釈

す
る
か
、
そ

の
解
釈

に
従

っ
て
、
そ

の
原
拠

を
ど

の
よ
う
に
定

め
る
か

に
つ
い
て
も
変
わ

っ
て
し
ま
う
と

い
う
要
素

が
強
く

、
結

局
、
主
観
的

・
印
象
的
例
歌
解
釈

に
頼
ら
ざ

る
を
得

な
く

な
る
か
ら
で
あ
る
。

こ

の
こ
と
は
、
も

ち
ろ
ん
風

・
雅

・
頌

に

つ
い
て
も
あ

て
は
ま
る

こ

と

で

あ

り
、
仮
名
序

の
六
義

の
名
称
と

そ
の
例
歌
と

か
ら
、
そ

の
原
拠
と

し
て
中
国
詩

論

の
あ
る
特
定

の
典
籍

の
六
義

説
を
措
定
す

る
こ
と

は
、
例
歌
を
ど

の
よ
う

な

歌
と
し
て
理
解
す

る
か
と

い
う
、
か
な
り
不
安
定

な
も

の
を
基
礎
と
推
論

し
な

け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

か
ら
も
、

ま
た
中
国
詩
論
そ

の
も

の
の
六
義

の

意
味
す

る
と

こ
ろ
の
不
確
定
さ

か
ら
も
、
無
理

な
こ
と

で
あ

る
と
言
う

べ
き

か

と
思
わ
れ

る
。

仮
名
序

の
和
歌
六
義

は
、
六
義
を
詩
体
別
、
修
辞
別
と

に
分
け

た

『
毛
詩
正

義
』

の
解
釈

に
従

っ
て
い
な

い
こ
と
だ
け

は
確

か
で
あ

る
が
、
そ
れ
以
上
、
具

体
的
な
典
籍

に
原
拠
を
求

め
る
こ
と
は
、
妥
当
性
を
欠
く
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
む

し
ろ
、
中
国
詩
論

の
六
義

の
主
な
説
を
広
く
参
看
し
、
そ

の
特
質
的
な

一41一



こ
と

の
み
を
部
分
的

に
取
り
入
れ
て
、
和
歌
六
義
を
定

め
よ
う
と
し
た
と
考
え

る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
先
行
諸
説

の
中
で
は
、
②

の
立
場
が

、
そ

の
実
情

に
適

し

て
い
る
の
で

は
な

い
か
と
判
断
さ
れ

る
。

『
秘
府
論
」
所
引

の
王

・
皎

説
は
仮

名
序

の
六
義

に
近

い
も

の
が
あ
る
が
、
こ
れ

の
み

に
原
拠
を
求
め
る
こ
と
は
や

は
り
無
理
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う

に
和
歌
六
義

の
原
拠
と
な
る
六
義
説
を
も

つ
典
籍

を
広

い
範
囲
で

考
え

る
こ
と
が
最
も
妥
当

で
は
あ
る

に
せ
よ
、
次

の
よ
う
な

こ
と
が
考
え
ら
れ

て
よ

い
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。

つ
ま
り
、

こ
の
仮
名
序

の

〃
う

た
の
さ
ま
六

つ
"
と

し
て
あ
げ
ら
れ
た
例
歌

は
、
も
と
も
と

は
、
仮
名
序

に
付
さ
れ
て

い
な
か

っ
た

の
で
は
な

い
か
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

何
故

な
ら
ば
、

『
毛
詩
』
大
序
、

『
周
礼
』
大
師
、
「
文
章
流
別
論
」
(
『
芸

文
類
聚
』
所
引
、

『
芸
文
類
聚
』

は
当
時

よ
く
行
わ

れ

て

い

た
。
)
、

『
文

選
』

の
序
、
あ

る
い
は

『
詩
品
』
序

(
こ
れ

は
賦

・
比

・
興

の
三
義

の
み
)
な

ど

、
中

国
論
詩

の
中

で
六
義

を
用

い
て
い
る
主
な
も

の
に
は
、
す

べ
て
例
と
な

る
詩
文

は
全
く
あ
げ
ら
れ

て
い
な
い
か
ら

で
あ

る
。

「
有
六
義
、

一
日
風
、

二

日
賦
、
三
日
比
、
四
日
興

、
五
日
雅

、
六

日
頌
」

と
い
う
言

い
方

は
六
義
を
言

い
出
す

場
合

の

一
つ
の
型

な

の
で
あ

る
。

ま
た
、

お
そ
ら
く

は
、
仮
名
序

よ
り

も
先

に
書
か
れ
た
と
思

わ
れ
る
眞
名
序

(
5
)

に
も
、
例
歌

は
引

か
れ

て
い
な

い
。

つ
く
ら
れ
た
成
立
年
代

は
明
確

で
は
な
い
が

、

『
新
撰
和
歌
髄
脳
』

の
和

歌
六
義

の
部
分

に
も
、
例
歌
は
あ
げ

ら
れ

て
お
ら
ず

、
さ
ら
に
古
今
集

の
版
本

か
ら

み
て
も
、
例
歌

の
付
さ
れ
て

い
な

い
版
本
と
し
て
陽
明
本

の
あ
る
こ
と
が

報
告
さ
れ

て
い
る
。

(
6
)

も

し
も
、

こ
の
よ
う

に
例
歌

の
存
在
を
疑
う
こ
と

に
な
れ
ば

、
仮
名
序

で

一

つ

一
つ
名
称
ま

で
定

め
ら
れ

た
六
義

は
実
体
不
明

の
も

の
と
な
り
、
意
味
を
な

さ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え

る
こ
と
が
出
来
る

か
も
知
れ
な

い
。
そ
れ

に

つ
い
て
は
、
仮
名
序

の
作
者

に
と

っ
て
は
、
六
義
が
ど

の
よ
う
な
も

の
で
あ

る

の
か
と
い

っ
た
こ
と
を
取
扱

う
と
す

る
立

場
を
と

っ
た
の
で
は
な
く
、
六
義
そ

の
も

の
を
和
歌
論

に
導

入
す

る
こ
と

に
意
義
が
あ

る
と
す

る
立
場
を
と

っ
た
た

め
で
あ
る
と
考
え

る
こ
と
が

で
き
る
。

つ
ま
り
、
六
義

の
分
析
が
仮
名
序
作
者

の
中
心
意
図
で
は
な
く

、
六
義

と

い
う
名
称

を
導

入
す

る
こ
と
そ
れ
自
体
が

、

作
者

の
中
心
意
図
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ

る
。

(
7
)

そ
う
で
あ
れ
ば

こ
そ
、
仮

名
序
六
義

の
原
拠

典
籍

を
定

め
る
こ
と
に
不
確
定

要
素

の
多
す
ぎ
る
こ
と
が

理
解

さ
れ

る

の
で
は
あ
る
ま

い
か
。

こ
の
小
考
で

は
、

こ
の
よ
う
な
何
故

「
古
今

集
』
仮

名
序

で
六
義
が

言

い
成

さ
れ
た

の
か
、
あ
る

い
は

『
毛
詩
』

大
序

に
も
と
つ
く

六
義

を
転

用
し
た
序
文

作
者

の
心
情

・
意
図

は
ど

の
よ
う
な
も

の
で
あ

っ
た

の
か
、
と

い
う
こ
と
に
は

触
れ
ず

に
、
和
歌
六
義

の
原
拠

に
つ
い
て
、
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
記
す

に
と
ど

め
る
。

注

1

両
序

の
六
義
を
適
切

に
説
明
で
き
る
よ
う
な
六
義
説
を
求

め
て
、

こ
れ

ま
で
次

の
よ
う

な
論
及
が
な
さ
れ

て
い
る
。
そ

の
大
要
を

み
る
と
、
次

の
よ

う

に
な
る
。

①

お
お
む
ね
空
海

『
文
鏡
秘
府
論
』

に
引

か
れ

る
王
昌
齢

・
釈
皎
然

の
説

に

依

っ
た
も

の
と
す

る
。

(能
勢
朝
次

「
古
今
集
序
六
義

の
再
検
討
」
、

『
国

語
国
文

』
四
巻

八
号
、
昭
和

九
年
八
月
)

②
仮
名
序

の

「
か
ぞ

へ
歌
」

「
な
ず

ら

へ
歌
」

「
た
と

へ
歌
」

(そ
れ
ぞ
れ

賦

・
比

・
興
に
該

当
)
に

つ
い
て
は
直
接

、
鐘
蠑

『
詩

品
』

の
三
義

説
に
よ

り
、
さ
ら

に
大
序

の
風

・
雅

・
頌

に
関

す
る
説
及
び

、
空
海

『
秘
府
論

』

の

六
義
説
、
並
び

に
詩
経

の
諸
注
釈

に
よ
る
。

(
市
川
寛

「
古
今
集
序
六
義
に
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つ
い
て
」
、

『
国
語
国
文

』
六
巻
十
号
、
昭
和
十

一
年

十
月
及
び
同
誌

二
十

一
巻
九
号
)

③

中
唐
期

の
詩
文
家
系
統

に
行

わ
れ

た
修
辞

的
解
釈

で
、
特

に
王
昌
齢

『
詩

格

』
、
釈
皎
然

『
詩
議
』

な
ど
が
最
も
近

い
。

『
秘
府
論
』
そ

の
も

の
を
見

た

の
で
は
な
く

、
お
そ
ら
く
直
接
そ

の
原
典
を
見

た
の
で
あ

ろ
う
と
す

る
。

(小
西
甚

一

『
文
鏡

秘
府
論
考
』
下

「
六
義

と
六
義
説

の
展
開
」
昭
和

二
六

年

三
月
)

④
仮
名
序

の
六
義
説

は

『
毛
詩
』

の
大
序
を
常
識
的

に
参
照

し
て
、
六
義

の

日
本
名

と
例
歌
と

を
案
出
。
詩
序

に
は
、
風
雅
頌

の
三

つ
は
説
明
が
あ
る

の

で
、
仮
名
序
も

こ
の
三

つ
は
詩
序

の
説

に
従

っ
た
。
賦

比
興

は
詩
序

に
説
明

が

な

い
の
で
、
仮
名
序

は
拠

り
所
を
も

た
ぬ
ま
ま
、
賦

比
興

の
平
安
時
代

の

通

説
に
従

っ
た
と
す

る
。

(小
沢
正
夫

「
古
今
集
序

の
六
義

に
つ
い
て
の
研

究
」
、

『
日
本
学
士
院
紀
要
』
十
四
巻

一
号
、
昭
和

三

一
年

三
月
)

そ
れ
ぞ
れ
例
歌

の
解
釈

を
含

み
、
詳
細
な
論
及

で
あ
り
、
そ

の
当
否
を
図

式
的

に
定

め
る
こ
と

は
出
来

に
く

い
。
そ

の
主
旨

か
ら
見

る
と
、
①
と
③
と

は
同
方
向

の
議
論

で
あ
り

、
③

は
①
を
補
訂

し
た
も

の
と

言

え

る
。

つ

ま

り
、
平
安
時
代

『
秘
府
論
』
を
仮
名
序
作
者
が
見

る
こ
と

は
ほ
と

ん
ど

な
か

っ
た
と
さ
れ

る
か
ら
で
あ

る
。

注

2

『
毛
詩

正
義

』
は

『
見
在
所

目
録
』

に
見
え

る
ば

か
り
で
な
く

、
実
際

に
当
時

の
我

国
で
読
ま
れ

て

い
た

の
が
次

の
資
料

か
ら
確

か
め
ら
れ

る
。

従
五
位
上
行
大
学
博
士
兼

越
前
権
介

・
菅

原
佐
世

、
従

五
位
下
助
教

・
善

淵
朝
臣
永
貞

、
外
従

五
位

下

・
船
連

副
使
麿
等
議

言
、
定

二
年
左
伝

云
、
夏

五
月
壬
辰
、
…
…
毛
詩

云
、
廼

立
皐
門

、
皐
門
有
伉

、
廼
立
応
門

、
応
門
将

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

将

(
大
雅

「
綿
」

の

一
部
)
。
正
義
云
、
魯

有
庫

門
雉
門

。
云

々
。

(
『
三

代
実
録

』
巻

20

・
清

和
天
皇

・
貞
観

13
年

10
月
21
日
)

す

で
に
大
学
博
士
、
助
教
等
が

『
毛
詩
正
義
』
を
読

ん
で

い
た

こ
と
が
わ

か
る
。
古
今
集
序
文
作
者
が
読

ん
で

い
た
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

注

3

小
西
甚

一

『
文
鏡
秘
府

論
考
』
下

、
P

・
鉚
～

釼
参
照
。

注

4

な
お
、
諷
歌
を
そ

へ
歌

と
訓
ず

る
の
は
、
神
武
天
皇
紀

に
見
え

る
、

と

の
指
摘
が

、
眞

淵

『
古
今

集
序
表
考
』
に
み
え
る
。

「
考

ふ
る
に
神
武
天
皇
紀

に
諷
歌
と
有
を
今
本

に
そ

へ
歌
と
訓

た
る
が
早

き
世

の
訓

な
ら
ば
、
爰

は
そ
れ

に
よ
り

た
る
言

な
る
べ
し
。
」

注

5

眞
名
序

・
仮
名
序

の
先

後
関
係
に
つ

い
て
は
ま
だ
決
着

を
見
て

い
な

い

よ
う
で
あ
る
。

久
曽
神
昇

「
古
今

和
歌
集
序

の
論
」

(
『
国
語
国
文
』
八
巻

八
号
)
等
参
照
。

注

6

こ
の
陽
明
本

の
性
格

に
つ
い
て
は
、
西
下
経

一

『
古
今
集

伝

本

の

研

究
』

(
明
治
書
院
)

P
、。
27
～

37
に
詳

し
い
。

注

7

こ

の
仮
名
序
作

者

の
意
図
に

つ
い
て
は
、
拙

考

「
六
義

の
意
味
す

る
も

　

の
1

古
今
集
両
序
を
中
心
に
ー

」

(
『
国
文
学
研
究
』
発
表
予
定
)
参

照

。
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